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三木 勉

印
刷
部
数
11
万
2
8
0
0
部

2
0
1
8
年
度
の
拡
大
運
動
の

数
値
到
達
は
前
年
1
月
比
で
1
0

3
9
人
減
・
実
増
率
0
・
9
％
減
、

2
0
1
9
年
1

月
組
織
人
員
11

万
4
2
8
2
人

と
な
り
ま
し

た
。
全
都
で
は

年
間
拡
大
率
12

％
目
標
を
達
成

し
、
20
支
部
で

も
達
成
。
実
増

支
部
は
11
支
部

で
う
ち
5
支
部

が
1
％
以
上
の

実
増
を
勝
ち
取

り
ま
し
た
。

2
0
1
8
年

も
3
つ
の
組
織

活
動
（
群
・
分

会
の
活
性
強

化
、
人
づ
く
り

・
後
継
者
育
成
、

事
業
所
強
化
）

が
発
展
し
、
群

会
議
オ
ル
グ
が

全
都
で
す
す
み

だ
し
ま
し
た
。

後
継
者
育
成
で
は
レ
ク
や
取
り
組

み
に
参
加
し
た
新
し
い
仲
間
を
ど

の
よ
う
に
運
動
に
も
定
着
さ
せ
て

い
く
の
か
な
ど
、
担
い
手
づ
く
り

が
意
識
的
に
行
な
わ
れ
て
い
る
こ

と
、
事
業
所
関
係
強
化
で
は
「
土

建
タ
イ
ム
ス
」
を

3
カ
月
ご
と
に
作

成
し
、
訪
問
・
対

話
・
タ
イ
ム
ス
貼

り
出
し
で
、
特
に

未
結
集
の
事
業
所

の
仲
間
と
の
関
係

強
化
が
は
か
ら
れ

て
い
ま
す
。
全
て

の
拡
大
運
動
は
組
織
づ
く
り
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

春
一
番
拡
大
は
年
間
目
標
と
組

織
増
勢
の
土
台
を

築
く
重
要
な
取
り

組
み
で
、
全
都
目

標
は
1
月
か
ら
3

月
で
1
月
現
勢
の

2
・
5
％
を
め
ざ

し
ま
す
。
昨
年
に

加
入
し
た
仲
間
に

は
い
ち
早
く
訪
問

・
対
話
を
す
す
め
、

組
織
定
着
・
強
化

を
す
す
め
ま
し
ょ

う
。そ

し
て
、
2
月

群
会
議
で
の
再
度

の
意
思
統
一
と
具

体
化
を
お
願
い
し

ま
す
。
春
一
番
の

時
期
は
、
税
金
相

談
や
分
会
総
会
、

健
康
保
険
証
交
付

会
な
ど
仲
間
と
つ

な
が
る
機
会
が
増

え
ま
す
。
仲
間
が

多
く
集
ま
る
機
会

を
十
分
に
活
か
し
た
取
り
組
み
を

お
願
い
し
ま
す
。
組
織
の
力
を
活

か
し
、
拡
大
運
動
を
本
・
支
部
一

丸
と
な
っ
て
目
標
に
団
結
し
、
1

％
以
上
の
組
織
実
増
に
向
け
と
も

に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

中村組織部長

板
橋
支
部
で
は
支
部
四
役
と
書

記
局
で
事
業
所
訪
問
を
毎
月
行
な

い
、
組
織
拡
大
に
結
び
つ
け
て
き

ま
し
た
。昨
年
9
月
か
ら
、こ
の
行

動
に
女
性
の
会
（
主
婦
の
会
）
の

役
員
も
参
加
し
て
い
ま
す
。
昨
年

9
月
の
本
部
主
婦
の
会
活
動
者
会

議
で
、
事
業
所
対
策
委
員
会
が
主

婦
の
会
に
事
業
所
訪
問
行
動
を
提

起
し
た
こ
と
を
受
け
、
板
橋
支
部

女
性
の
会
で
も
行
動
し
よ
う
と
決

意
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。

1
月
は
11
日
、
16
日
、
18
日
に

実
施
し
ま
し
た
。
午
前
と
午
後
、

3
人
組
で
行
動
し
、
区
内
の
事
業

所
を
中
心
に
66
カ
所
訪
問
し
ま
し

た
。今
回
は
新
年
に
あ
た
る
の
で
、

「
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
」
と
、
年
初
の
あ
い
さ
つ
と
と

も
に
、
Ｊ
Ｊ
ふ
う
土
建
タ
イ
ム
ス

の
貼
り
だ
し
の
お
願
い
と
フ
ル
ハ

ー
ネ
ス
特
別
教
育
の
案
内
を
行
な

い
ま
し
た
。
フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
特
別

教
育
は
1
月
20
日
に
支
部
で
開
催

し
、
82
人
の
参
加
で
満
席
と
い
う

状
況
で
し
た
。
2
月
も
開
催
を
予

定
し
て
お
り
、
事
業
所
か
ら
の
参

加
が
期
待
で
き
ま
す
。

訪
問
先
に
は
事
務
所
自
体
が
社

長
個
人
宅
の
と
こ
ろ
も
あ
り
、
タ

イ
ム
ス
の
貼
り
だ
し
を
し
て
く
れ

る
だ
ろ
う
か
と
危
ぶ
ま
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
タ
イ

ム
ス
に
後
継
者
対
策
部
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
紹
介
な
ど
を
付
け

て
貼
り
だ
し
を
お
願
い
し
て
き
た

と
こ
ろ
、
事
業
所
か
ら
レ
ク
へ
の

参
加
が
あ
っ
た
と
い
っ
た
成
果
が

生
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
女
性
の
会
で
は
拡
大
月
間

以
外
の
月
で
も
宣
伝
カ
ー
行
動
を

取
り
組
ん
で
お
り
、
現
場
が
あ
れ

ば
訪
問
し
、
仕
事
の
状
況
を
聞
き

取
っ
た
り
、
チ
ラ
シ
を
渡
し
た
り

と
旺
盛
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

服部女性の会会長と㈱リビング（内装）の林社長（右）

【
狛
江
支
部
・
書
記
・
牧
岡
善

隆
記
】
狛
江
支
部
で
は
、
1
月
1

日
現
勢
を
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
追
及
し

よ
う
と
、
年
末
拡
大
、
春
一
番
拡

大
を
提
起
し
、
滞
納
一
掃
や
脱
退

防
止
の
相
談
対
応
と
と
も
に
、
訪

問
行
動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

春
一
番
拡
大
は
、
寒
い
中
で
の

行
動
に
な
る
の
で
、
事
業
所
訪
問

を
昼
間
行
動
と
し
て
対
応
で
き
る

分
会
に
は
土
建
タ
イ
ム
ス
を
持
っ

て
回
っ
て
も
ら
い
、
新
年
の
あ
い

さ
つ
と
日
頃
の
拡
大
成
果
の
お
礼

を
兼
ね
て
顔
を
合
わ
せ
、
秋
の
拡

大
で
も
れ
て
い
た
対
象
者
を
加
入

に
結
び
つ
け
た
り
、
新
た
な
対
象

者
を
紹
介
し
て
も
ら
う
な
ど
、
4

人
の
成
果
が
上
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、
新
加
入
者
が
法
人
を
立

ち
上
げ
る
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の

従
業
員
向
け
に
説
明
に
行
き
、
加

入
に
結
び
つ
け
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
春
一
番
の
統
一
行
動
日
に

合
わ
せ
、
分
会
役
員
と
書
記
で
仕

事
後
の
ご
自
宅
を
訪
問
し
、
説
明

後
に
加
入
書
に
記
載
を
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。
寒
い
中
で
の
拡
大
行

動
が
続
き
ま
す
が
、
成
果
が
上
が

る
と
寒
さ
も
忘
れ
ま
す
。
更
に
成

果
を
追
求
し
て
い
き
ま
す
。

東
京
土
建
一
般
労
働
組
合
第
七
二
回
定
期
大
会

東
京
土
建
一
般
労
働
組
合
第
七
二
回
定
期
大
会

を
組
合
規
約
第
一
五
条
の
規
定
に
も
と
づ
き
、
次

の
と
お
り
召
集
し
ま
す
。

中
央
執
行
委
員
長

松
丸

一
雄

日

時

二
〇
一
九
年
三
月
一
七
日
（
日
）
、

一
八
日
（
月
）

会

場

伊
東
市
・
ホ
テ
ル
聚
楽
他

代
議
員

代
議
員
選
挙
告
示
の
と
お
り

代
議
員
選
挙
告
示

東
京
土
建
一
般
労
働
組
合
規
約
第
一
五
条
お
よ

び
、
東
京
土
建
一
般
労
働
組
合
大
会
代
議
員
選
挙

規
定
に
も
と
づ
き
、
第
七
二
回
定
期
大
会
代
議
員

選
挙
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
告
示
し
ま
す
。

第
七
二
回
定
期
大
会
代
議
員
選
挙

本
部
代
議
員
選
挙
管
理
委
員
長

隅
田

祐
太
郎

〈
代
議
員
定
数
〉

二
〇
一
八
年
一
二
月
末
組
合
員
数
を
基
準
に
、

各
支
部
ご
と
に
四
〇
〇
人
に
一
人
（
端
数
は
二
〇

〇
人
以
上
は
一
人
を
追
加
し
、
二
〇
〇
人
未
満
は

切
り
捨
て
ま
す
）と
基
礎
代
議
員
一
人
と
し
ま
す
。

※
詳
細
は
支
部
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 左から新加入の小黒さん、星副委員長、

牧岡主任書記

■
1
月
8
日
・

9
日
、
米
軍
は
横

田
基
地
で
の
パ
ラ

シ
ュ
ー
ト
降
下
訓

練
中
に
、
メ
イ
ン

パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
が
機
能
せ
ず
予

備
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
で
着
地
す
る

と
い
う
事
故
を
続
け
て
起
こ
し

た
。
9
日
の
事
故
で
は
予
備
の

パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
を
収
納
し
て
い

た
デ
プ
ロ
イ
メ
ン
ト
バ
ッ
グ
と

呼
ば
れ
る
ナ
イ
ロ
ン
製
の
バ
ッ

グ
が
風
に
流
さ
れ
、
発
見
さ
れ

て
い
な
い
と
い
う
。

■
8
日
の
事
故
の
発
生
を
受

け
て
、
「
横
田
基
地
に
関
す
る

東
京
都
と
周
辺
市
町
連
絡
協
議

会
」
（
協
議
会
）
は
、
事
故
の

原
因
究
明
と
再
発
防
止
策
を
講

じ
る
ま
で
は
訓
練
を
中
止
す
る

よ
う
に
要
請
し
た
が
、
米
軍
は

何
ら
の
説
明
な
く
訓
練
を
再
開

し
、
2
回
目
の
事
故
を
起
こ
し

た
。
「
協
議
会
」
は
再
度
、
訓

練
の
中
止
を
要
請
し
た
が
、
米

軍
は
事
故
が
起
き
た
時
と
別
の

型
の
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
を
熟
練
し

た
部
隊
が
使
用
す
る
と
し
て
14

日
か
ら
訓
練
を
続
け
た
。

■
昨
年
4
月
に
は
横
田
基
地

近
隣
の
羽
村
市
内
の
中
学
校
に

パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
を
落
下
さ
せ
た

が
、
米
軍
は
真
剣
に
原
因
究
明

と
対
策
を
講
じ
た
の
だ
ろ
う

か
。
「
協
議
会
」
は
昨
年
12
月

に
安
倍
首
相
と
関
係
省
庁
及
び

横
田
基
地
の
在
日
米
軍
司
令
官

に
「
平
成
30
年
度
横
田
基
地
対

策
に
関
す
る
要
望
書
」を
提
出
。

パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
降
下
訓
練
に
つ

い
て
、
事
前
の
情
報
提
供
と
基

地
周
辺
地
域
に
影
響
を
及
ぼ
さ

な
い
こ
と
を
要
望
し
た
が
、
パ

ラ
シ
ュ
ー
ト
降
下
訓
練
は
住
民

の
生
命
を
脅
か
す
も
の
で
あ
り

中
止
を
求
め
る
べ
き
だ
ろ
う
。

女
性
の
会
が
大
活
躍

板橋

タ
イ
ム
ス
持
ち
事
業
所
訪
問

法
人
立
ち
上
げ
で
加
入

狛江

事
業
所
の
紹
介
で
４
人
拡
大

社
会
保
障
拡
充
の

署
名
に
ご
協
力
を

国
の
責
任
に
よ
る
社
会
保
障
制

度
の
充
実
、
国
保
組
合
の
現
行
補

助
堅
持
と
育
成
強
化
、
国
民
皆
保

険
制
度
を
崩
壊
さ
せ
る
経
済
連
携

参
加
見
直
し
な
ど
求
め
ま
す
。
2

月
か
ら
4
月
ま
で
取
り
組
み
ま

す
。
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

組
合
の
魅
力
を
伝
え
よ
う

組
合
の
魅
力
を
伝
え
よ
う


